
●救急搬送の現状（平成28ফ২ك
ফ৑ল場件数ҩ搬送人৩はফ々増加傾向，現ା時৑はభಇ傾向
ം୰ங২શはೄඪ割়は੖૘・রಉඪ割়๶増，ফ齢શは高齢者が54％を占める

●高齢者の「住まい」の状況変化
医௜職ਂ૔の崝ー崻崡હき高齢者住୧，થમഠ人嵃ー嵈，グ嵓ー崿嵃ー嵈が増加

高齢化の進展に伴う救急需要の増大

� 救急救命センターに次々と運び込まれる看取り期の高齢者施設の入所者
⇒ 本人の意思確認はどうなっているのだろうか？

� 施設へのヒアリングの結果，入所時に意向確認はされている現状
⇒ 医௜との連携がે分でな岹，介護職がਖ਼૵することへのਂ安がপきい実ଙ

� ৘ড়は人েの最ી஺మの医௜の৭උについて考える機会がない
⇒ ૔୧であって峬施設であって峬，৘ড়へのཟ৅と意向確認が重要

救急ୢ௜ਠৃ岵峳のਖ਻઀କに峲峴਄ੌ峩岶開઩

柏市峑峙，ୢప会嵣介護サービス事業者嵣଎ଆଂ嵣ষ৆岶協௮し峉਄ੌ峩峢
ま峄は現状をુથし，ୖ਻を৥らかにして，医௜・介護連携と体਑峏岹りをآ

「高齢者の救急搬送にબる意ৄઐఌ会」を৫ಈ
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現状ੳ௙ 課題 ４つの取組み

� 施設へヒアリングの実施
介護職員だけでは救急要
請か外来受診か，マニュ
アルがあっても判断でき
ない
病院と家族の「延命治
௜ُに対घる認௙に୷が
ある。延命治௜घるかど
うかを説明できるガイド
ラインがほしい
看取りの同意書があるが
主治医から救急搬送の指
示が出る

� 意ৄઐఌ会の৫ಈ
看取りと急変時の対応は
分けて考える必要がある
介護職員にとっては急変
や看取りの対応には恐怖
感や精神的なストレスが
大きい
介護職員は知௙がない。
଄い職員も多く死の৽ୡ
自体もほとんどない状況

� 施設，主治医，医௜機ঢ়，
救急隊員との連携がਂે分

� 施設ごとに入所者の状況，
医௜職のଦ઼状況，対応
ৡ・対応方法が౮なる

� 介護職員の急変時や看取り
期の対応に必要な知௙や৽
ୡがਂଌしているたीਂ਍
が大きい

� 入所時には一旦意向を確認
していても，状態の変化に
合わせた話し合いや再確認
の機会がほとんどない

①本人の意思を多職種で共
有できるルールづくり
⇒多職種が同じ視点で支援
ができるようなガイドライ
ン等の作成・ルール化

②介護職員への研修
（急変時・看取り期の対応
ৡ向঱，ਂ਍のೄ੖）
⇒指針・対応マニュアルの
整備，柏市共通様式の作成

⋉市ড়へのཟ৅
（人েのਈી஺మの医௜の
選択と意思表示）
⇒஍ટ的な市ড়ཟ৅のৃや
方法の検討

⋊医௜との連携
(主治医，施設嘱託医，MC
協議会，救急隊員の共通
৶ੰができる体制づくり）
⇒঩本ಏ෫救急医৾会の

提言を実現できる連携
体制づくり

取組み内容

ୢ௜؞介護৴௚॑রੱに؜
現状に合わせた多面的な
取組みが૑ਏधのੳ௙の
共有が図れた



●日時：10月6日（সكଏ৏6時30分8ع時15分 ฃ৉ୠ医௜連携センターにて৫ಈ
●内容：「႖峮岵峔่਄峴の峉峫にع崙崊の੊し峵峣とஎ峉峋のੱ੭ع」
●講師：川村 幸子 看護師 （の峈峩の୨崗リ崳崫崗看護師শ・೹ਮケア認৒看護師ك
●内容：看取り期の身体的・精神的変化，急変時の対応，医௜職につなげるタ崌嵇ングಉ

柏市介護サービス事業者協議会主催にて，「導入編」として研修会を開催

� ଢ଼ఊの৯的とした看取りに対するਂ安のೄ੖については，94％が「できた」と回答
⇒ 今までの看取りへの振り返り，死へのとらえ方，これからの自分の役割やケアについて

考える貴重な機会となっている。
� 看取りにঢ়するଢ଼ఊਭ講ഄがない，崡崰嵔崡・ਂ安のೄ੖のために峬ੴ௙が必要とのଢ

⇒ 看取り期の身体的・精神的な変化，対応方法について学ぶ場を作る必要がある
� 看取りを実施する上で重要なこととして，「ਹ৷者・ੇఔに看取りについてのఢੴと意思

確認の必要性」，「医師との連携」，「介護職৩の৶ੰとੈৡ」があげられた。

＜研修の成果と今後の対策＞

施設での看取り件数は増加傾向，現場最前線の介護専門職が，安心して
峇の人らしさを੍えるケアをষえるための体਑ତ૟と୭୆ତ૟が੷められている。

介護職員への研修（取組み②）



【ヘルパー】
• 医௜的知௙を知ることができ，૳ठାいて対応できることがわかった。

ঊルঃーとして，ਹ৷者やご家族が਍ੱしてૌごせるように支えていけ
たらと思う。

• ॱー঑ॼル期に入られたਹ৷者の状態を思い出した時，あの時のষ৿や
言୴の意௡がわかった。知௙の有૮でਂ਍が変わることを感じた。

• 私にはどのようなサポートができるのかよくわからなかったが，研修を
受൥してਂ਍が੖った。

【施設職員】
• 死へのプロセスを知ることで，今まで急変だと思っていたことが自然な

ことだとୂけたことで，૘し死に対घる（看取り）ケアへのਂ਍がೄ੖
した。

• ਹ৷者に਍ੱしていただけるように，大જな時৑をスॱॵইも一คにૌ
ごし，慣れた声・慣れた顔でケアをさせてもらえたらと思う。

• 看取りの認௙が変わった。「েણの延শُ「ُڹۄۆのこと等，ৗたな
知௙を੭ることができた。

研修アンケートから得られた声（一部抜粋）


